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１ はじめに

 英語の構文には，(1a) のように受動態で表す形式と，(1b) のように，統語上は能動態の形式であるが，

(1a) と意味において何らかの一定の関係が存在していると考えられる意味上は受け身を表す構文が存在

する。

 (1)  a. The book is sold well.

           b. The book sells well.

(1b) のような構文は，従来は Jespersen (1927) に基づいて，能動受動態 (activo-passive) と呼ばれていた。

しかし最近ではこのような構文は，中間構文 (middle construction) と呼ばれることが多いので (中島平三

(2001)) ，本稿でも (1b) のような構文を以下中間構文と呼ぶことにする。

 本論文の目的は，中間構文が歴史上どのように生起し，なぜ生じるようになったのかという点を通時

的観点から考察することと，統語変化の理論の枠組みにおいて，中間構文の通時的変化の様態と要因が

どのように説明できるのかということを示すことにある。

２ 現代英語の中間構文の特徴

 この節では現代英語の中間構文がもつ統語上・意味上の特徴について述べる。中間構文は主に以下の

  The main concern of diachronic syntax is to develop a perspective within which we might profitably explore the 

problem how and why a language changes in the course of time. In order to accomplish this aim from a diachronic 

point of view, we have to compare various historical syntactic constructions in English with the corresponding ones 

in Present-Day English, examine the nature and extent of relatedness between them, and explain it as diachronic 

linguistic change. This paper deals with the syntactic change of middle construction in English mainly from the 

historical data by electronic Oxford English Dictionary. I have proposed that the concept of the‘from basic to 

periphrastic ’theory in the current linguistic theory explain the mode of a syntactic change and that a theory on 

syntactic change,‘complimentary theory’on the basis of the conception of human perceptual strategy, account for the 

cause of a syntactic change. The adequacy of this proposed theoretical framework is further justified by a syntactic 

phenomenon, middle construction in this paper, including relative clauses with parasitic gaps, concealed questions 

and split infinitive which are already amply demonstrated in my papers. My attempt is to formulate a principled 

approach to syntactic change through this study.
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ような統語上・意味上の特徴をもっている。１

 ①�主語の性質を記述する総称的な表現形式である。

 ②�主語の動作主性に重点が置かれる。

 ③�副詞語句が一般的に後続する。

 ④�進行形で用いられることもある。

 ⑤�否定の形で用いられることもある。

 中間構文に用いられる動詞には次のようなものがある。２

 bake, catch, compare, cook, cut, eat, feel, keep, lock, read, rent, sell, tear, wash, wear

 以下，「E-DIC� 英和和英」(2005) の英文検索機能を用いて，動詞 sellが現代英語において中間構文で

用いられている例を挙げる。

��(2) a. This book sells well at my store.

        b. This product sold like crazy when we first put it on the market.

        c. The lots in that new subdivision sold like hot cakes.

        d. This product would also sell well in overseas markets.

        e. New houses are now selling like billy-o.

        f. Many of our recent products haven’t sold very well, but we finally hit pay dirt with our latest item.

        g. None of that author’s recent books have sold well. I think he’s lost his touch.

        h. Contrary to our expectations, this product is selling and selling. There seems to be no end to it.

        i. We’ve reached the moment of truth. If this new product doesn’t sell, the company may not survive.

        j. Market research would help us zero in on why the product isn’t selling.

        k. Getting down to the bare essentials, what he wants to say is that this book will sell.

 (2) で見られる現代英語の中間構文の例は，上で述べた中間構文の統語上・意味上の特徴をもっている。

時制に関しては，5つの特性の中には明記されていないが，現在単純相，過去単純相，現在完了相，will

などが用いられているということがわかる。ただ注意しなければならないのは過去単純相が用いられて

副詞が動詞に後続しても，次のように行為者の存在を示唆しないような副詞と共起する文は，中間構文

としては用いられない。これは①の特性に反するからである。

 (3)�*The book sold yesterday.

 さらに例文を詳細に眺めて見ると，(2h) ～ (2j) の例は③の特徴である副詞語句が後続するという特徴

を欠いている。これはなぜであろうか。これは②の特性と関係があるのではないかと思われる。それぞ

れ当該の 3つの例は，sellを含んだ中間構文の節が，何らかの形でその談話の焦点ないしは強調されて

いるがために，特に「どのように売れている」かを述べる必要性がないのではないかと考えられる。「売

れる」ということに焦点や強調が与えられているために，様態の意味内容を添える必要性が文脈上ない

と判断することができる。

 このことは中間構文の用法でどのような意味をもつのであろうか。この点について述べる前に，中間

構文と受動態の構文の意味上及び語用論上の違いについて考察する。1で挙げた次の文の違いについて

さらに詳細に考えてみる。

 (4) a. This book sells well.

          b. This book is sold well.

 (4a) の表す意味内容の本質的な部分は，「この本」の内容がすばらしいために「この本」がどんどん

売れるという，主語である「この本」自体のことを話題にしているという点である。これに対して (4b)

は，「この本」自体の内容というよりも，「この本」を売っている人たちの努力によって「この本」の販

売部数が増えているということを意味している。すなわち (4b) は「この本」というよりも「この本」
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を扱っている側の対処の仕方がどうであるのかということを述べているということがその意味内容の本

質となっている。このようなことから中間構文とそれに対応する受動態の文では談話上の役割が異なっ

ているということができる。３

 (2) の例文が表す点と (4) の中間構文と受動態の文の意味の相違点から，中間構文がどのように用い

られるのかという点がより明確になってくる。すなわち中間構文が用いられるのは，主語であるもの自

体の特性に焦点を当て，そのもの自体がどのような状況になっているのかということを話題あるいは問

題として取り上げる必要性が談話の上であるということである。換言すれば，①から⑤の中間構文の特

性は同一レベルで適用されるのではなく，②のような「中間構文の本質的な特性」が中心部分に存在し，

それに基づいてその他の特性が必要に応じて付加されることもあるし付加されないこともあるというこ

とである。副詞語句が用いられないでも中間構文としての用法が存在するのは，生じている現象自体が

問題として焦点化されていると，どのような様態であるかという状況は必ずしも必要不可欠な内容では

ないと判断されるからであると考えられる。ある文脈で談話からの要請が中間構文の意味上・語用論上

の本質的特性に一致した場合にその形式が用いられ，他の統語上の特性は文脈に応じて考慮されるとい

うのが中間構文が用いられる際の実態であると考えられる。このことは，現代英語の構文自体の形式間

における「基本から派生へ」という基本的な言語学の概念を用いると，構文内部間の派生関係が説明が

できるという可能性を示唆している。４

 以上の考察を踏まえて，①から⑤の現代英語の中間構文の特性を修正すると次のようになると考えら

れる。

 ① 主語の性質を記述する総称的な表現形式である。

 ② 主語の動作主性に重点が置かれる。

 ③’行為者の存在を示唆するような副詞語句が一般的には後続するが，談話上の要請により行為自体

に焦点が置かれる場合は省略されることもある。

 ④’用いられる時制に関しては比較的幅がある。

 ⑤ 否定の形で用いられることもある。

 以下，次節以降では，このような現代英語の中間構文の特性を踏まえて，中間構文の通時的考察を進

めていく。

３ 通時的考察

 この節では，中間構文に関するこれまでの歴史上の研究状況を要約し，当該の構文に関する問題点を

指摘する。

３．１ 先行研究

��まず，中間構文が歴史上どのようなタイプで用いられていたのかという点についての研究を見る。Visser 

(1970:153) によれば，中間構文で用いられる動詞は 3種類に分類されるという。

  ① 一種の擬似繋合詞をとって機能する場合：

     (5) The milk tastes sour.

  ② さらなる限定的語句を含まない場合：

     (6) Our fleet may winter here, clean and repair.

  ③ well, easily, better, smoothly, heavily, soonerなどの副詞とともに用いられたり，will not, will never

    とともに用いられたり，時には willとともに用いられる場合：

     (7) a. These books sell well.

        b. These clocks wind easily.
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        c. It will not spin into good yarn.�

 Visserはさらに，②に関しては，古い形式のイディオムに限定されるので創造的な表現形式ではない

こと，また③に関しては，現在時制で用いられたり will notと共起するのが圧倒的であるとも付け加え

ている。また通時的な観点からは，③の方が②より時間的に古い特徴であるとも述べている。

 中間構文の歴史上の派生過程に関しては，Jespersen (1927:16.8１-16.8６) が参考になる。そこでは中間

構文の起源と拡張過程について述べられている。①～③は中間構文派生の動詞のタイプを，④は拡張の

様態を示している。

  ① 再帰代名詞をとる動詞がその再帰代名詞が省略可能である場合：

     (8) He dresses (himself) elegantly.

  ② dry や fill などの形容詞から派生した動詞で他動詞と自動詞の形態上の区別がない場合：

     (9) a. They filled the room. 

        b. The room filled rapidly.

  ③ 動詞自身がもつ本来的な意味内容が他動詞でも自動詞でも本質的に同じである場合：

     (10) a. The policeman stopped the train.

       b. The train stopped.

  ④ ①から③が triggerになって，その中間構文的特性が他の動詞 sell, cut, readなどに波及した場合:�

     (11) a. His novels sell very well.

       b. The meat cuts tender.

       c. This scientific paper reads like a novel.

 この分析から，中間構文が特定の統語上の特性をもったある限られた動詞から派生し，次第に他の動

詞にも拡張し，中間構文の一般化が英語の歴史上生じ，中間構文としての形式を確立していったという

ことを見て取ることができる。但し，中間構文で使われる動詞で①から③の特性間に関して，通時的な

派生順序に基づいた考察は行われていない。 

 次に通時的視点から明らかにしておかなければならないのは，中間構文がいつ頃から英語の歴史上に

一般化してきたのかという点である。

 中尾・児馬(1990)によれば，中間構文が英語の歴史上に最初に現れたのは15世紀頃からであるという。

また荒木・宇賀治 (1984) の引用している福村 (1965) による OEDと SODを用いた 57 個の中間構文で

用いられた動詞の初出年の調査によれば，中間構文は OEに始まり，特にModEに一般化し以後拡張し

ているという。このようなことからすると中間構文の英語の歴史上における一般化はModE頃からであ

るということができるであろう。

３．２ 問題点

 先行研究の内容に基づいて，中間構文の統語変化における未解決部分として考えられ得ることを挙げ

るとすれば，次の 2つの問題点を設定することができる。

 ① 中間構文が現代英語の統語上・意味上の特性を獲得する際の特性間の時間的順序関係はどのよう

なものであるのか。

 ② 中間構文が歴史上に派生するようになった要因は何であるのか。

 ①は中間構文の統語変化の様態を明らかにしようとするものである。この問題を解決するためには，

現代英語の構文自体あるいは構文間の関係を捉える際の基本的な考え方である「基本から派生へ」とい

う考え方を，通時的視点に当てはめて考えていけば解決できる問題である。萱原 (2003) で述べたように，

統語変化の様態に関する一般化を考える際には，「ある構文の歴史上の発達は同時的に起こるものでは

なく，当該の構文の基本的な特性をもった形式から次第に派生的な特性をもった形式に通時的に発達あ

中間構文に関する通時的考察
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るいは拡張していくというのが歴史上の「流れ」である」と捉える必要がある。この考え方を適用すると，

中間構文自体の内部的な通時的発達過程の説明がどのように可能になるかということを後の節で示す。５

 ②は中間構文の統語変化の要因の究明を行おうとするものである。この際に考慮する必要があるの

は，「ある構文の派生過程には，ある統語上・意味上の特性を共有する構文との間で，それらの構文間

における基本的な形式が発達段階に応じてより派生的な形式に影響を及ぼすことがある」(萱原（2003）)
という点である。これは構文間に生じる外部的な通時的発達過程の説明，すなわち統語変化を誘発する

原因を明らかにしようとするものである。中間構文の歴史上の派生過程を考えていく際には，現代英語

のところで考察したように，中間構文と統語上・意味上の類似点をもつ受動態との歴史上の派生状況を

厳密に比較することが不可欠である。そうすることによって，中間構文が英語の歴史上に生じた理由を

明らかにしていくことができると考えられる。先行研究においては，中間構文がどのように生じたのか

という視点からの分析に終始しており，中間構文が歴史上なぜ派生したのかという点についての言及は

見られない。

 これらの 2つの問題点は，通時統語論の研究において科せられた課題である，「ある構文がどのよう

に生じたのかということと，その構文がなぜ生じたのかという点を明らかにすること」という通時統語

論の根幹に関わるものである。�

�

４ 通時的分析

 この節では筆者が調査したデータから中間構文の通時的特徴について述べる。�

�

４．１ データ抽出の方法

 本節では，OEDの CD-ROM版 (Ver.3) の simple search機能を用いて，quotation textに存在する cut, kill, 

read, sellが中間構文として用いられている例を抽出した。これらの動詞を選んだのは，比較的これらの

動詞が中間構文として生起する頻度が高いであろうとの予測を立てたからである。但し，それらの動詞

が中間構文が一般化したと考えられているModE以降に英語の歴史上出現したとすると，その場合は

データの等質性に問題を生じてしまうので，その点は配慮した。それぞれの動詞の OEDから得られる

初出年代は次のようになっているので，これらの動詞を中間構文の派生を調べる動詞として選んだこと

に問題はないと考えられる。また，言うまでもないが，これらの動詞は現代英語でも用いられている語

であるので，通時的視点からの考察において適切な samplingが行われることが期待できる。

 cut：1275     kill：1205     read：c888     sell：c950

 周知のように，OEDは当該の単語の初出の例から，obsoleteになったものはその最後の例が挙げられ

ているので，通時的な視点から各動詞の中間構文の抽出が可能である。但し本研究の通時的観点から必

要な例は 19世紀までのものであるので，20世紀に用いられている中間構文の例は各動詞とも抽出して

いない。また正確さを期すために，データの本文への引用はOEDの電子データからそのままコピーした。

４．２ 中間構文のデータ

 以下，動詞別・時代順に中間構文のデータを挙げる。

 ① cut

  (12) a. 1591 HARINGTON Orl. Fur. To Rdr. (1634) A1, Some three or foure pretie pictures (in octavo) cut in brasse 

very workmanly.

    b. 1698 WALLIS in Phil. Trans. XX. 7 His Cloaths on one Shoulder cut jaggedly to the Skin. 

    c. 1728 POPE Dunc. I. 182 And pond’rous slugs cut swiftly thro’ the sky. 

    d. 1875 KNIGHT Dict. Mech. 185/1 The Slotting Auger cuts laterally.�

5萱原 雅弘
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    e. 1899 Outlook 7 Jan. 725/2 The skirts cut in a sheath-like scantiness.

 ② kill

  (13) 1867 F. FRANCIS Angling x. (1880) 352 Some of the Tay flies, particularly the Wasps, dressed small, will 

kill well in the Tweed.

 ③ read

  (14) a. 1731 Gentl. Mag. I. 21 Thy comedies..shine, And read politely well.

    b. 1821 MRS. HEMANS Lett. in. H. F. Chorley Mem. (1837) I. 83, I am anxious that the words should both 

sing well and read well. 

 ④ sell

  (15) a. 1611 COTGR., Marchandise d’emploicte, ware that sells well, that vtters quickly.  

    b. 1742 W. ELLIS Timber-Tree (ed. 3) II. II. xl. 192 When they sell well, as they do in plentiful 
★ Fruit-years. 

    c. 1766 Compl. Farmer s.v. Rabbit, The skins of the silver-haired ones [rabbits] sell better than any 

other.

    d. 1768 PENNANT Brit. Zool. II. 310 It [the siskin] is to be met with in the bird shops in London, and..sells 

at a higher price than the merit of its song deserves: it is known there by the name of the Aberdavine. 

    e. 1812 in H. Davy Elem. Agric. Chem. (1813) 133 ★ Hard wheat always sells at a higher price in the 

market than soft wheat.

    f. 1828 in Bischoff Woollen Manuf. (1842) II. 106 The low-priced foreign wools do sell at about the same 

rate as South Down wool.�

    g. 1839 C. F. BRIGGS Adventures H. Franco I. xi. 74  You had better buy ’em, Colonel, said MR. 

Lummucks, they will sell like hot cakes.

    h. 1851 LYTTON Not so bad IV. i. 77, I found a bookseller to publish my treatise. It sold well. 

    i. 1859 J. M. JONES Nat. in Bermuda 105 The Sennet is likewise a common fish in the waters of Bermuda, 

and sells freely in the market. 

    j. 1880 Daily News 8 Nov. 2/7 Pants and shirts sell rather freely, and jerseys are still in request. 

    k. 1886 Ibid.(=Daily News) 20 Oct. 2/5 The best runs of English and foreign [wheat] sell at full prices.

 ( 丸括弧内は筆者加筆 )    �

    l. 1890 R. BOLDREWOOD Col. Reformer (1891) 246 The cattle having topped the market, and sold extremely 

well.

    m. 1891 Daily News 9 Feb. 2/4 Cast-iron hollow-ware is selling very slowly.�

    n. 1893 Daily News 24 Apr. 6/6 Stamped and drawn tin~ware..bowls, etc. are selling well for export.

    o. 1896 Daily News 13 Jan. 7/5 Gas and manufacturing fuel and all kinds of coke are selling freely. 

    p. 1896 Daily News 12 Dec. 8/6 ★ Tow-made goods are selling freely in heavy makes for unions.

    q. 1900 Daily News 24 Oct. 2/4 Pig iron sells slowly at..65s. for part-mine, 62s. 6d. to 70s. for all-mine.�

４．３ 中間構文の分析 

 この節では 3.2 で設定した 2つの問題点がどのように説明できるのかという点について，4.2 で集め

たデータに基づいて述べる。

４．３．１ 中間構文の基本形と派生形

 4.2 で調べた歴史上の中間構文の例に基づいて，問題点①の「中間構文が現代英語の統語上・意味上

中間構文に関する通時的考察
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の特性を獲得する際の特性間の時間的順序関係」がどのようになっているのかという点に関して考察す

る。ここで，2で取り上げた現代英語の中間構文の特性を修正したものを再掲する。

 ① 主語の性質を記述する総称的な表現形式である。

 ② 主語の動作主性に重点が置かれる。

 ③’行為者の存在を示唆するような副詞語句が一般的には後続するが，談話上の要請により行為自体

に焦点が置かれる場合は省略されることもある。

 ④’用いられる時制に関しては比較的幅がある。

 ⑤ 否定の形で用いられることもある。

 文脈が明確でないので①と②の意味に関わる特性はその判断が難しいが，4.2 の歴史上のデータにお

いて特にこれらに抵触するような例は存在しないように思われる。

 ③’と⑤に関してはその特性を備えた例は見いだせなかった。

 ④の時制の幅に関しては，現代英語と同じ形式が中間構文の歴史上のデータでも見ることができる。

 ここで，調査した歴史上のデータから，中間構文の通時的発達過程において個々の特性が生じた時間

的順序関係について考察する。中間構文の基本的・本質的特性は，①と②の意味上の特性と行為者の存

在を示唆するような副詞語句が後続するという統語上の特性であると考えるのが最も妥当であると思わ

れる。というのは中間構文が生起する全時代に及んでその特性を含んだ例が存在しているからである。

また時制に関しても現代英語の例からだけでは見えてこない歴史上から捉えることができる基本的なも

のと派生的なものとを判別することができる。すなわち歴史上中間構文として最も早く生起している時

制は単純現在相である。過去単純相も進行相 ( 進行相の歴史上の発達は，OEや EMEでは比較的まれ

であったが 15世紀にはかなり一般化した (中尾・児馬（1990:120）) もそれ以降の現象として存在して
いる。さらに，行為者の存在を示唆するような副詞語句が省略される場合や否定の形で用いられる中間

構文は，19世紀までの調査したデータに存在しないことから，20世紀以降発達した比較的新しい派生

的な形式であると考えられる。

 以上の点を考慮して，中間構文のもつ統語上・意味上の特性が英語の歴史上に現れた時間的順序に着

目して中間構文の発達経緯について推測すると，次のような通時的派生過程が考えられる。

 以上のことは，問題点①の中間構文の発達過程における各特性を獲得する際の時間的順序，すなわち

中間構文の変化の様態がどのようなものであったのかという問に対する答である。

7

４．３．２ 受動態との派生関係

 ある構文の統語変化の過程においては，その構文自体の「内部的」発達過程を考慮することと同時に，

当該の構文と統語上・意味上共通の特性を担った他の構文との相対的派生因果関係が存在するというこ

とを示す「外部的」発達過程とを考慮する必要がある。前者は統語変化の様態の問題で，後者は統語変

萱原 雅弘

総称的・動作主性・単純現在相

（基本形）

↓

総称的・動作主性・単純現在相以外の時制

（派生形Ⅰ）

↓

総称的・動作主性・副詞の省略      総称的・動作主性・否定 

（派生形Ⅱ）��             （派生形Ⅲ）
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化の原因についての問題である。前者は前の節で見た。この節と次の節で後者の問題を扱う。

 まず，解明すべき問題の焦点を扱う前に，言語学上のレベルにおいて共通の特徴を多く担った中間構

文と受動態が，歴史上どのような時間的順序で派生しているのかという点を考察する。

 先行研究に基づいて受動態の歴史上の派生過程について概観する。受動態は OEの時代から存在して

いるが，現代英語の受動態と同じ形式が初めから存在していたわけではない。というのは OEの文法体

系と関連して，OEでは (16a) のタイプの受動構文は存在していたが，(16b) ～ (16d) のようなタイプの

受動構文は存在していなかった。６

 (16) a. The vase was broken.

   b. He is expected to visit his teacher.

   c. He was given a book.

   d. He was spoken.

 この点を踏まえて，受動態と中間構文の歴史上の分布状況を中尾・児馬 (1990) を参考にして図示す

ると次のようになる。

図 1 受動構文と中間構文の文法構造の歩み (中尾・児馬 (1990:233)�( 一部抜粋 ))

４．３．３ 中間構文の派生理由 

 ここでは図 1に基づいて中間構文の派生理由について考察する。

 図 1から捉えることができる顕著な特徴は，中間構文は歴史的には受動構文の形式が発達を遂げて

から発達してきたという点である。このことは中間構文の発達要因には，受動態の発達過程と必然的な

繋がりが存在すると考えられる。このような歴史的発達過程を分析する際には，次のような現象が生じ

ていると考えるとその発達過程が無理なく説明可能になる。すなわち，「ある基本的な構文の歴史上の

派生において，その形式に何らかの点で言語学上の gapが生じた場合に，その構文自体にではなく類似

の統語上・意味上の特性を担った新たな派生的構文が発達して，その欠けた特性を補うために，その欠

けた特性を獲得した新しい派生的な構文が発達する」ということである。この現象は，ある構文が歴史

上の派生の中で，言語学上不足した特性を補完することによって別の新しい形式が発達し，基本形と派

生系が相まって相補的な言語学上の関係を成り立たせていくという，通時統語論における変化を説明す

る原理のひとつである「補完の原理」に関わる現象である。

 この原理は，萱原 (2003) で精密化したもので，この原理を適用すると，寄生的空所を含む関係節構

文や潜伏疑問文や分離不定詞の統語変化に見られる現象も説明が可能である ( 萱原

（1991:2001:2003）) 。もちろんこの場合，補完するのには補完するための統語上・意味上・語用論上・
談話上などの言語学上のレベルからの本質的・根本的な理由が存在しなければならない。

中間構文に関する通時的考察
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 それでは受動構文と中間構文の間で生じる補完理由とは何であろうか。これは 4.3.1 で考察した中間

構文のもつ本質的な意味上の特性と密接に関連していると考えられる。受動構文の基本的特性は受動態

という形式を用いて，主語を話題にして，ある出来事が生じたということを表すのに用いられている。

しかし，受動構文には，主語の性質を記述する総称性や動作主性という意味を表したい場合には，十分

その意味機能を担うことができないという「意味の不十分さ」が生じてしまっている。この意味内容を

談話において発話者が相手に伝えたい場合に，歴史上のある時点，具体的には中間構文が歴史上存在す

る以前，しかも受動構文がすべて出そろった時点で，発話者は意味上・語用論上・談話上の不備に遭遇

していたことになる。すなわちこの時点，正確に述べれば，受動構文の発達が完了した時点で，その意

味上・語用論上・談話上の不備を補う必要性が生じたために，それを何らかの形で補完しようとする言

語学上の動きが生ずるはずである。その動きを説明するひとつの考え方は，その補完すべき特性をそれ

まで存在している受動態自体に担わせるというものである。しかし，基本的な形式である受動構文は，

一定の特性を備えた安定した歴史上の発達段階にすでに至っているので，この時点でさらに別の特性が

受動態自体に付加されるということは，言語習得の流れからすると無理がある。そこで別の動きが生ま

れることになる。すなわち，補完した特性を担う新しい派生的な形式が発達して，その不足した特性を

補なおうとする動きである。そのようなプロセスが生ずれば，言語学上の形式における gapを言語習得

上も無理のない方法で埋めることができると考えられる。このように，ある統語形式の言語学上の gap

を埋めるために，基本的形式と何らかの密接な言語学上の共通点を含んではいるが，その形式の特性と

は異なった別の特性を獲得した新しい形式が発達して，よりコミュニケーションが円滑に行われていく

ような発達過程が生じると考えるのが妥当である。これが統語変化を生じさせる大きな「原動力」であ

ると仮定することができる。しかもこの一連の動きは，人間のコミュニケーションの表現意欲という人

間の知覚作用から直接生じるものである。人間の本質的な知覚作用を根拠にして設定された「補完の原

理」は，中間構文の歴史上の発達過程を無理なく説明することができる。さらにこの原理の妥当性が高

いのは，「補完の原理」は ad  hocなものではなく，他の英語の構文の通時的発達過程をも説明すること

ができるという点である。

 以上のことは，問題点②の中間構文の歴史上における派生要因分析に対するひとつの答とすることが

できる。

������

５ 結語

 本論文では，まず，中間構文の各特性の「基本から派生へ」という概念に基づいて，蒐集したデータ

に基づき各特性の獲得の時間的順序づけを分析し，中間構文の歴史上の発達過程の様態を明らかにした。

これは従来の研究では捉えることができなかった視点からの新しい分析方法である。「基本から派生へ」

という考え方は，統語変化の様態を考察する際には必要不可欠な概念で，統語変化の理論の中枢をなし

ていると考えられる。

 また，中間構文の派生理由を説明する際には，「補完の原理」という統語変化の理論のひとつを用いた。

この原理は，他の統語変化の要因をも説明可能な原理で，しかもその理論設定の根拠が人間の本質的な

知覚作用と密接に結びついているので，統語理論としての妥当性が高いということを示しているという

ことが明確になった。

 統語変化の理論は，統語変化の様態と要因とを無理なく説明することによって，精密化がより可能に

なっていくが，本論文はその可能性の一端を示したものである。

萱原 雅弘
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＜注＞

1�� 中島平三 (2001:22-34)

2�� 宮川幸久・綿貫陽・須貝猛敏・高松尚弘 (1988:524)

3�� 宮川幸久・綿貫陽・須貝猛敏・高松尚弘 (1988:524)

4 「基本から派生へ」という考え方は，Kajita(1977) や梶田 (1985) を参照した。

5 「基本から派生へ」という考え方を通時的考察に用いた研究には，萱原 (1993:1995:1997) がある。

6�� 中尾・児馬 (1990:125-131)
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